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③ 災害時環境を想定したドローンの耐候性の検証

② スピーカー搭載ドローンの音達範囲に関する検証

① 災害時の自動飛行ドローンの運用に係る検証

実証実験の概要 2

災害情報伝達手段としてスピーカー搭載ドローンを活用するにあたり、災害時のドローンの有効性について確認する
ほか、情報伝達手段としてドローンを使用する際の留意事項やドローンを主たる情報伝達手段として位置付けるため
に必要な条件について検討することを目的として、実証実験を実施した。

• Jアラートのように即時性が求められる情報を伝達する場合を想定し、即座に飛行を開始し放送
がなされることを確認する。

• 気象庁や内閣官房から発出される情報のほか、自治体が個別に発出する避難情報など、想定
される災害情報の伝達が可能であることを確認する。

• 自治体がドローンを運用する場合に発生する課題等について抽出する。

• 災害時に想定される放送地域において、ドローンに搭載したスピーカーからの音声が明瞭に聞こえ
るための条件を確認する。

• 災害時を模した環境におけるドローンの耐候性を確認する。



①災害時の自動飛行ドローンの運用に係る検証 3

実験の概要
場所 沿岸部(宮城県仙台市)、沿岸部及び住宅地(千葉県一宮町)

目的 自動飛行ドローンの運用に関する留意事項を整理
即時性の確認(Jアラートとの連動の可否等)

確認
事項

Ｊアラートに連動し自動飛行が可能なスピーカー搭載ドローンを用いて、疑似のJアラート情報を
受信してから放送開始までに要する時間を確認
異なるJアラート情報を受信した際、それぞれの情報に応じた音声を放送可能かを確認
上記の結果を踏まえて、自治体職員が自動飛行ドローンを運用する際の手順や課題を整理

＜実験結果＞ スピーカードローン

▲ドローンポートから自動発進させ、音
声放送開始までの所要時間を計測

① 自動飛行を行う際の実際の工程について確認できた。
② スピーカードローンが疑似のJアラート情報を受信してから放送開
始するまでに、仙台市で約60秒、一宮町で約110秒を要した。

③ 異なるJアラート情報を受信した際、それぞれの情報に応じた内容
の音声を放送可能だった。

ドローンでの災害情報伝達に関して、緊急地震速報など
の即時の対応が求められる情報の伝達には課題がある。



②スピーカー搭載ドローンの音達範囲に関する検証 4

速度の変更

高
度
の
変
更

スピーカードローン観測者

▲実証実験の様子

実験の概要
場所 宮城県白石市 山間部 ※市所有のスキー場を使用

目的 ドローンからの音声を明瞭に聞き取るために必要な条件の整理

確認
事項

ドローンの高度や観測者との距離・相対速度等を変更し、音声の聞き取りやすさ等を評価
上記の結果を踏まえて、自治体職員が手動でドローンを飛行させる際の手順や課題を整理

① 出力15Wのスピーカーで放送を実施した場合、水平距離が400メートル程度あっても約30秒程度
の音声を聞き取ることができた。また、12m/s程度の速度で飛行させても、出力15Wのスピーカー
による放送音声を問題なく聞き取ることができた。

② 指向性のあるスピーカーは、その向きが聞こえやすさに影響することが分かった。
③ 手動飛行に際し、運用のためのチェックリストや、機材のトラブル等に関するマニュアルの重要性が
確認された。

＜実験結果＞

高度や飛行速度に加え、スピーカーの向き等も
考慮した上で飛行ルートを選定することが必要。



③災害時環境を想定したドローンの耐候性の検証
実験の概要

場所 大型降雨実験施設  ※防災科学研究所(茨城県つくば市)

目的 災害時、ドローンを安定的に飛行させるために必要な耐風性・耐雨性を確認

確認
事項

実験施設内で降雨量や風速を変更し、 ドローンの性能に応じた耐風性・耐雨性を確認
上記の結果を踏まえて、降雨時等の災害時にドローンを運用する場合の課題を抽出

5

① 耐雨性に関しては、IPX5の機体であれば、30mm/h程度の雨でも自動飛行ができた。
一方で、一定以上の降雨時に、自動飛行センサーが雨滴の付着によりエラーとなり、手動飛行は
可能なものの、自動飛行ができなくなった。

② 耐風性に関して、メーカーカタログ値程度まで自動飛行が可能だったが、それ以上の風速になると機
体が不安定になり自動飛行が困難となった。

③ 降雨時に使用した際には、雨滴をふき取るなどのメンテナンスが必要であることが判明した。

ドローン

風向

降雨 暴風発生装置災害時のドローン飛行に関して、
台風レベルの風で使用するには
課題がある。
また、降雨時には雨滴によるセン
サーのエラーが発生しうる。

＜実験結果＞



② 防災行政無線等の完全な代替としてスピーカー搭載ドローンを位置付けることには課題が見られた

① 災害時のドローンの活用は情報伝達手段として有効性が見られた

実証実験の結果のまとめ 6

災害情報伝達手段としてのスピーカー搭載ドローンの活用は、その機動性や音達範囲の観点から有効であると考えら
れる。一方、ドローンの耐候性の観点から、主たる災害情報伝達手段の一つとしてスピーカー搭載ドローンを位置付け
ることについては課題がある。

• ドローンに搭載されたスピーカーについて、遮蔽物等がない環境においては、音達範囲が400メート
ル以上にまで達し、また、飛行中の放送についても問題なく聞き取ることができたことから、ある程度
の広い範囲に対して情報伝達を行う際に有効であることが確認できた。

• 受信する信号によって、ドローンからの情報伝達内容が変更できることを確認した。

• 耐風性について、メーカーカタログ値を超えると自動飛行が困難であったことをふまえると、台風等の
災害において、スピーカードローンによる放送を実施することは現時点では困難であると考えられる。
よって、主たる災害情報伝達手段として必要な要件のうち、「発災前後を通じて、継続して使用でき
る耐災害性を有していること」を満たすとは言えないのではないか。

• また、災害情報の受信から飛行までに約60秒を要するなど、緊急地震速報などの即時の対応が求
められる情報の伝達にも課題がある。

• 今後、技術の進歩により、一定の耐災害性等が証明された場合、改めて検討を行うことが適当で
はないか。

災害情報伝達手段としてドローンを整備する場合、屋外スピーカーや戸別受信機の代替と
してではなく、それらの補助として活用することが望ましい。
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